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イベント概要 

 

[企業名]  ロードスターキャピタル株式会社 

 

[企業 ID]  3482 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2025 年 12 月期第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2025 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2025 年 8 月 8 日 

 

[ページ数]  17 

  

[時間]   16:30 – 16:44 

（合計：14 分、登壇：10 分、質疑応答：4 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役社長  岩野 達志（以下、岩野）  
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登壇 

 

司会：ただいまよりロードスターキャピタル株式会社 2025 年 12 月期第 2 四半期決算説明会を開

始いたします。社長の岩野から説明の後、皆様からご質問をお受けいたします。ご質問について

は、Q&A 欄に質問内容をご記入ください。投稿されたご質問の中から運営側で選択してご報告い

たします。それでは続けさせていただきます。 

岩野：代表取締役社長の岩野達志です。私から 2025 年 12 月期第 2 四半期決算概要についてご説

明させていただきます。 

 

弊社は、「不動産とテクノロジーの融合が未来のマーケットを切り開く」というミッションを掲

げ、ビジネスを展開している会社になります。まずは決算ハイライトトピック、不動産マーケット

について、それぞれお話させていただきます。 
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第 2 四半期の決算ハイライトはこちらの通りです。売上高 207 億円、営業利益 75 億円、税前利益

66 億円、当期純利益 45 億円、販売不動産 950 億円となりました。好調だった第 1 四半期に続い

て第 2 四半期も順調に進捗しております。前年同期比で売上、各段階利益を大幅に上回り、当期の

計画進捗率も順調に推移しております。物件仕入れも好調であり、オフィスを中心に販売用不動産

残高もしっかりと増加しております。 
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次に、トピックです。一つ目は CIRCLES 新橋の売却になります。本件は、三菱地所様より取得し

た港区所在の築浅かつグレードの高いオフィスになります。保有期間中に満室稼働させた上で、国

内事業法人に売却しております。 

二つ目は東品川および新横浜でのオフィスビル取得になります。オフィス賃貸市場の回復の流れが

あるため、湾岸エリアや新横浜エリアにおいて、空室が多い物件でも積極的に購入しております。 

 

次に、不動産マーケットの見通しについてです。全般的に活況であり、これまでやや軟調であった

オフィスマーケットにおいても、空室率が低下し賃料が上昇しており、オフィスに対する評価が見

直されております。 

金利動向については、トランプ氏による関税交渉もあり、不透明であったものの各国との合意も進

みつつあり、将来的な先高観が出てきております。一方で、中長期的なインフレは、当社事業には

プラスになると考えております。今後の方針につきましては、オフィスを中心に積極的に仕入れて

いければと考えております。 

アセットマネジメント事業においては、多様な投資家の需要があるため、しっかりその期待に応え

て、AUM の積み上げに力を入れていきたいと考えております。 
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ここからは決算概要に移らせていただきます。連結売上高と ROE です。全事業が好調に進捗し、

連結売上高が前年同期比プラス 37%の 207 億円となっております。不動産市況は引き続き活況で

あり、特に国内事業法人や不動産会社の需要が高く、またアジアの投資家も存在感が出てきており

ます。 
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連結税前利益とコストコントロールです。連結税前利益は順調に推移し、前年同期比プラス 53%

の 66 億円となっております。また、年間計画値に対しても約 60%の進捗率となっております。 

 

次に、連結損益計算書です。各段階利益に加えて、販売用不動産における減価償却費は、半期で 7

億円相当となっており、EBITDA も半期で 84 億円となっております。 
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連結貸借対照表です。不動産残高は過去最高 950 億円となっておりますが、現預金は 120 億円と

十分に確保しております。なお今期から法改正があり、クラウドファンディング事業において、投

資家から預かった金銭の一部を信託しております。 

 

次に、連結キャッシュフロー計算書です。不動産残高が伸びたため、営業キャッシュフローはマイ

ナスであるものの、金融機関は積極的な融資姿勢を見せており、キャッシュフローは安定しており

ます。また、先ほど触れたクラウドファンディング事業における金銭の信託により、現預金から預

け金に約 13 億円ほどを振り返えております。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790      

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

8 
 

 

株主還元についてです。当期につきましては、1 株当たり利益の増加に加えて、配当性向を前期の

17%から 18%に増やすことで、1 株あたり 83 円の配当を予定しております。これまで同様、会社

の成長に合わせて、安定的かつ継続的な配当を行っております。 

 

次に、事業別の実績について説明させていただきます。まずは不動産投資領域になります。 
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コーポレートファンディング事業の不動産投資事業についてですが、都内のホテルとオフィスを売

却し、売上高は前年同期比プラス 27%の 163 億円となりました。あわせて新規でオフィス 5 物件

を取得し、将来の経営基盤となる不動産の積み増しを順調に進めております。第 3 四半期において

も、物件売却の契約を締結済みであり、9 月上旬に決済が完了する予定であります。 
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次に、コーポレートファンディング事業の不動産賃貸事業についてです。オフィス回帰やインバウ

ンド需要を受け、賃貸事業は好調であり、売上高は前年同期比でプラス 22%の 16 億円となってお

ります。また、賃貸利益率も 54%と高水準を維持しております。 

 

次に、ホテル運営事業についてです。こちらはひらまつが運営するリゾートホテル 6 件の運営売上

を計上しております。ホテル運営売上は 21 億円、ホテル運営原価も 21 億円となっております。

人件費や水光熱費等が若干予算を上回っているものの、季節的な要因もあり、当初予算から大きな

乖離はありません。 
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コーポレートファンディング事業の実績推移についてです。物件数も不動産残高も過去最大を更新

しております。本年は、値ごろ感のあるオフィスを中心に物件を取得しており、引き続きバリュー

アップ余地のある物件を仕入れていく予定です。 

 

次にアセットマネジメント事業です。前期は受託資産の売却に伴う大型の報酬があったため、売上

高は前年同期比 54%減の 3 億円となっております。大型物件は競合が激しくなってきており、新
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規取得がやや苦戦しておりますが、投資家のニーズに合う物件を探すべく、引き続き営業に注力し

てまいります。 

 

次に、Fintech 領域のクラウドファンディング事業について説明させていただきます。 
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好調な不動産市況を背景に、売上高は前年同期比プラス 26%の 3 億 8,700 万円、営業貸付金は過

去最大の 123 億円となりました。また投資家が、OwnersBook から出金する際の払い戻し手数料

を無料にすることを株主優待に新たに加えております。 

本日の説明は以上になります。総括としましては、上半期につきましては順調に推移しており、通

期での増収増益、過去最高益達成に向けて、役職員一同頑張っていく所在です。本日はどうもあり

がとうございました。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それではこれより質疑応答に移らせていただきます。改めまして、Q&A 欄に質問内容

をご記入ください。投稿されたご質問の中から運営側で選択してご報告いたしますが、内容が重複

する質問につきましては省略させていただきます。ご質問が来ましたので読み上げます。 

質問者 [Q]：2025 年下期の不動産市況全般について教えてください。 

岩野[A]：はい。下期の不動産市況ということですね。正直に申し上げますと、多分上期よりも下

期の方がマーケットは良くなっていると考えております。特にオフィスにつきましては、空室率の

低下や賃料の上昇傾向が明確に数字としても表れてきておりますので、これまで若干動きの悪かっ

た海外の投資家も含めて、下期についてはかなり活況になっていくのではないかと考えておりま

す。 

またホテルについても引き続き海外の投資家を中心に新しい投資をしたいというニーズが多いもの

ですから、特に供給が限定されていく中で、より良い物件のニーズが強まっている状況かなと考え

ております。 

質問者[Q]：続きましての質問、2025 年下期の仕入状況について教えてください。 

岩野[A]：はい。上期については比較的順調に仕入れができていたかなと考えております。下期に

つきましては、マーケットが先ほどお伝えした通り、かなり活況となってきておりますので、若干

われわれが得意とするようなバリューアップしていくようなオフィスについては、競合が激しくな

ってきており、入札等にしても若干苦戦してるところはあります。 

一方でわれわれの独自のルートもしくは営業の皆様が足で稼いできたいろいろな情報の中で、表に

出ないような物件について、頑張って相対で交渉を進めることにより、複数の物件で優先交渉いた

だいていたり、デューデリをしてるような状況でございますので、下期についても、年間計画の達

成に向けてしっかりと取得を進めていければなと考えております。 

司会[M]：ありがとうございました。何か質問ある方はいらっしゃいますでしょうか。それでは、

ご質問はないようですので、質疑応答を終了いたします。個別面談を希望される担当参加者はチャ

ットボックスに記載の URL よりご連絡ください。以上で本日の説明会を終了いたします。ご参加

いただき、誠にありがとうございました。 

［了］ 
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______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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免責事項 

本資料で提供されるコンテンツの信憑性、正確性、完全性、最新性、網羅性、適時性等について、

SCRIPTS Asia 株式会社（以下、「当社」という）は一切の瑕疵担保責任及び保証責任を負いませ

ん。 

 

本資料または当社及びデータソース先の商標、商号は、当社との個別の書面契約なしでは、いかな

る投資商品（価格、リターン、パフォーマンスが、本サービスに基づいている、または連動してい

る投資商品、例えば金融派生商品、仕組商品、投資信託、投資資産等）の情報配信・取引・販売促

進・広告宣伝に関連して使用をしてはなりません。 

 

本資料を通じて利用者に提供された情報は、投資に関するアドバイスまたは証券売買の勧誘を目的

としておりません。本資料を利用した利用者による一切の行為は、すべて利用者の責任で行ってい

ただきます。かかる利用及び行為の結果についても、利用者が責任を負うものとします。 

 

本資料に関連して利用者が被った損害、損失、費用、並びに、本資料の提供の中断、停止、利用不

能、変更及び当社による利用者の情報の削除、利用者の登録の取消し等に関連して利用者が被った

損害、損失、費用につき、当社及びデータソース先は賠償又は補償する責任を一切負わないものと

します。なお、本項における「損害、損失、費用」には、直接的損害及び通常損害のみならず、逸

失利益、事業機会の喪失、データの喪失、事業の中断、その他間接的、特別的、派生的若しくは付

随的損害の全てを意味します。 

 

本資料に含まれる全ての著作権等の知的財産権は、特に明示された場合を除いて、当社に帰属しま

す。また、本資料において特に明示された場合を除いて、事前の同意なく、これら著作物等の全部

又は一部について、複製、送信、表示、実施、配布（有料・無料を問いません）、ライセンスの付

与、変更、事後の使用を目的としての保存、その他の使用をすることはできません。 

 

本資料のコンテンツは、当社によって編集されている可能性があります。 


